
























して検討する視角が稀簿であった。又 r金融資本論』以降の論稿 (1貨幣と商品J 4)) との関連を
問うことなしに，第二章だけを独立に検討する傾向にあった。
結論を先取りすれば，第二章の課題は 1純粋紙幣本位制」の不可能の論証を通じての価値論の
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第一章従来の諸見解
カウツキーが問題とするのは IF金融資本論』の次の叙述である。「かりに純粋紙幣本位を想定
する。(・・……・)一定の瞬間に流通が500万マルクを必要とし，そのためには約 3， 656 ポンドの金
が必要であると仮定しよう。そうすれば，総流通は次のような姿を示すであろう。 W(での 500
万マルク) -G (での500万マルク) -W (での 500万マルク)。金を紙券で置き換えれば，乙の券
にはなんと印刷されてもよいが，それらの総額は常に諸商品の価値総額を代表せねばならない。
したがって，今の場合には， 500万マルクに等しくなければならない。 5， 000枚の等しい紙片が

















よって決定されるのか? いうまでもなく貨幣の価値によってである J 5) 。だから，ヒルファデ




















論にとって本質的なことである J 11) というヒルファディングの価値論は，社会的物質代謝が一定
量の商品を必然的に流通せしめる流通最低限の範囲内において，商品生産の特殊性が止揚される，














へ解消され I価値形態が等閉視J 15) されたことを I金迂回不要」論の原因として指摘する。 だ
が，武田氏は，宇野氏と同じく社会的物質代謝が偏重された価値論としづ解釈を示しながら，さ
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しも同一内容が意味されているわけではな L 、。少なくとも以下の 3 つの次元が区別されるべきで
ある。




減等によってその代表する価格が増減すると述べられているにすぎない。たとえば 5， 000 枚発行













































































性を確保すべきなんらの保証もありえな t 'J 9) からである。この紙幣量の他に諸商品価値量も変
動するため，紙幣の代表する価値は不断に変動する。このようにして，紙幣の代表する価値の不
断の変動で「流通は不断の撹乱にさらされJ 10) , ["""純粋紙幣本位が長期的には流通手段にたいす
る諸要求に応じなし、J 11lようになる。この意義をヒルファディングは次のように述べる。「絶対
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もちろん，周知のように，金の価値は「価格評価の瞬間には与えられている J 1) といわれるよ
うに，価値形態論では「金の価値は与えられたものとして前提されJll ている。だが，ヒルファ
ディングの場合と異なり，これは価値形態論の主要課題に応じて設定されたものであれその他









うとしづ両極的性質には少しも触れていなJ 2) く ft 、ずれがし、ずれの価値を表現するのも同一視
せられる傾向がある J 0 3) このような，両形態の両極的性質を無視したヒルファディングの価値
形態論に対して，宇野氏は，この両者の対立関係を強調する。「即ち貨幣がかくある(一般的等
価形態にある一岩見)のは 11他のすべての諸商品が然らざるの故を以て，且っその限りにおいて』
である J 0 4) つまり，直接的交換可能性がある貨幣と非直接的交換可能性しかないその他の商品
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